
今後の議論の進め方について（案） 

Ⅰ 郵政事業のユニバーサルサービスの確保方策 

郵政事業のユニバーサルサービスの確保方策、郵便・信書便市場の活性化方策に関し、以下の視点を踏まえなが
ら検討を進めていってはどうか。 

① 郵政事業のユニバーサルサービスコストの適切な算定手法を検討するにあたり、考慮すべ 
 き点は何か。 
② 現在の郵政事業のユニバーサルサービスの範囲・水準を確保しながら、引き続き、郵政事業 
 のユニバーサルサービスを提供していくためには、どのような対応策が必要であるか。  

Ⅱ 郵便・信書便市場の活性化方策 

① 一般信書便事業の参入要件で不明確とされた要件は何か。何故、不明確とされたのか。 
 
② 特定信書便事業は、現在まで約400者程度の参入事業者がいるが、１号～３号役務の他に、 
 導入すべき新たな役務はあるか。 
 
③ 特定信書便事業の１号～３号役務の要件について、見直すべき点はあるか。 
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